
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７月 12 日から 12 日間の日程で「きたほなみ」小麦の収穫作業が行われました。 
 
６月下旬から７月上旬にかけての猛暑で刈取適期が早まり、収穫開始は「過去最速」となり
ました。早過ぎる仕上がりに細麦が懸念されましたが、一般・種子ともに平年並みの収量を
見込んでいます。 
 
８月６日には札内農協検査場にて一般小麦の品位等検査が行われ１等級と評価されました。
同８日からは、広尾町にある農協サイロへの出庫が始まっています。 

2025 年９月 

用 途 面積（ha） 粗麦推定（俵） 製品推定 
（俵）     歩留（％） 規格外（俵） 

一 般 用 
【反収】 618.21 73,652 

【11.91】
62,605 

【10.13】 85.00 11,048 
【1.79】

（前年）  10.78 10.11 93.78 0.67 
種 子 用 

【反収】 51.62 6,287 
【12.18】

5,650 
【10.95】 89.87 637 

【1.23】
（前年）  11.99 10.71 89.30 1.28 

計 
【反収】 669.83 79,939 

【11.93】
68,255 

【10.19】 85.38 11,685 
【1.74】

（前年）  10.87 10.16 93.41 0.71 
 



男性の部                   女性の部 

準優勝     優勝     西田組合長     優勝     準優勝 

馬鈴薯については、８月７日に当ＪＡの坪掘調査が実施されました。 
 
調査結果を見ると、品種によってばらつきはあるものの、全体的に小玉傾向でありライマン
価も低水準となりました。でん粉原料用品種のコナヒメについては、総収量が前年同期比で
26％ほど下回る結果となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７月 12 日、ちろっとの森コースにて組合長杯パークゴルフ大会を開催し、22 名の組合員（男性
15 名・女性７名）が 36 ホールを全力プレーしました。 
 
参加したみなさんは、日頃の練習の成果を余すところなく発揮し、ハイレベルな熱戦が繰り広げ
られました。 
 
天候に恵まれた絶好のパークゴルフ日和の中、青空の下で爽やかな汗を流すことができました。 

 

品種 規格内俵数 10a 当総俵数 ライマン価 

男爵 42.0（39.9） 44.4（45.6） 14.2（15.5） 

メークイン 32.1（44.9） 40.2（49.4） 10.2（12.4） 

トヨシロ 45.9（63.6） 49.9（65.4） 14.8（15.7） 

コナヒメ － 45.0（61.5） 15.6（17.9） 

 
※（ ）内は前年値 



 
 
 

 
７月５日、青年部主催の夏期スポーツ大会が依田パークゴルフ場「俳句村コース」で開催さ
れました。 
 
例年、青年部員と農協役職員の交流を目的に行われており、青年部員 13 名・役職員 29 名の
計 42 名が参加しました。 
 
青年部長の始球式で幕を開けた本大会は、青年部員と役職員の混合チームにより行われ、交
流を深めるとともに白熱したプレーが繰り広げられました。 
当日は朝から気温がぐんぐん上がり、最高気温 33 度という炎天下でしたが、暑さに負けない
くらい活気溢れる大会となりました。 
 
終了後は焼肉ガーデンまくべつにて恒例の親睦会を行い、磯部大成青年部担当理事の音頭で
乾杯。新採用職員の紹介やビンゴ大会で盛り上がりを見せ、みなさんは束の間のひとときを
楽しんでいました。 


